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【学習計画】
単元 学習の目標（評価の観点：評価方法）
第１章　商品開発の基本
第1節「商品と商品開発」
１商品開発
２商品

第２節「商品開発プロセス」
１商品開発プロセス
２商品ステージ・ゲート・プロセス
第３節「商品開発とブランド」
１商品開発とブランド構築
第２章　商品の企画
第１節「環境分析」
第２節「開発方針とテーマの決定」
第３節「探索的調査」

① ② ③ ① ② ③

第４節「アイデアの創出と評価」
１顧客ニーズの特定とアイデアの創出
２アイデアの評価（アイデア・スクリーニング）
第５節「商品コンセプトの考案」
１商品コンセプトの考案
２ポジショニングの確認
３商品の実体・付随機能・価格の想定

コミュニケーション能力

行動力

自己肯定感

判断力

創造力

共感力

論理的思考力

考察力

洞察力

自己実現力

観点 観点

7

・課題学習やレポート ・課題学習やレポート

ブレーンストーミングなどの技法を用いてアイデアを創出する方法について扱う。
商品コンセプトを考案することの重要性及び市場調査などで得られた情報を踏
まえることの重要性について扱い、具体的な事例と関連付けて分析し、商品コン
セプトを考察する学習活動を行う。

・定期考査 ・定期考査 ・授業でのワークシート
・小テスト ・小テスト ・考査前後の振り返りシート

商品コンセプトの概要について理解し
ている。
商品仕様書や詳細設計書の役割や
作成方法を理解している。

必要なポイントを簡潔にまとめた商品企画書とプレゼ
ンテーション資料を作成することができる。
プロダクトデザインの手順に基づき企画書で決定し
たコンセプトを具現化したプロダクトデザインを行うこと
が出来ている。

商品コンセプトの考案や評価、商品企画書の作成、プレ
ゼンテーションについて関心を持ち、グループのメンバーと
協力して主体的に課題に取り組んでいる。
プロダクトデザインや試作品の作成、パッケージ制作な
ど、グループのメンバーと協力して主体的に課題に取り組
んでいる。

★何で評価するか ★何で評価するか ★何で評価するか

4

月

・課題学習やレポート ・課題学習やレポート

自己評価
★単元ごとの評価規準 （２）物質の構成 ★7月上旬～9月下旬までの学習内容

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度

商品や商品開発の考え方、有形財だけでなくサービスや権利なども含めて流通
において商品として取引されていることについて扱う。

商品開発の手順に従って開発を進めるリニア型開発、開発過程で商品価値の
再発見が行われるノンリニア型開発の過程について扱う。
商品開発や商品の流通における法令遵守（コンプライアンス）など企業の責任
について扱う。

経済のグローバル化などによる商品の多様化の現状について扱う。
商品のライフサイクルや競争上の位置づけを明確にして商品開発の方針を決定する方法を学習する。
開発商品の競合状況、消費実態や顧客のニーズ、消費者の生活行動や意識など商品開発に必要な情
報の種類とそれを収集する市場強う佐野方法について扱う。

実際評価
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5

・定期考査 ・定期考査 ・授業でのワークシート

・小テスト ・小テスト ・考査前後の振り返りシート

商品開発の意義や商品の分類につ
いて理解している。
環境分析の概要と商品のライフサイク
ルについて理解している。

身近な商品の開発の歴史などについて調べ
たことをポイントを押さえて表現することができ
る。
身近な商品ライフサイクルのどの段階にあるか
予想し、考えを表現することが出来る。

商品開発の重要性や手順などについて関心を持
ち、身近な商品の開発の歴史について調べるなど
主体的に学習しようとしている。
環境分析に関心を持ち、身近な環境を分析してみ
るなど、主体的に学習しようとしている。

★何で評価するか ★何で評価するか ★何で評価するか

★単元ごとの評価規準 （１）化学と人間生活 ★４月～6月下旬までの学習内容

傾聴力

情報活用能力

継続力

復元力（折れない心）

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度

学習の到達目標

・商品開発と流通について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

・商品開発と流通に関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。

・ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び，商品開発と流通に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

・

★評価規準 Ａ：十分満足できる Ｂ：概ね満足できる（基準） Ｃ：努力を要する

課題解決能力

基礎的読解力

自己管理能力

基盤的学力

表現力

協働力

育成を目指す
資質・能力

使用教科書 商品開発と流通（東法） 副教材

★シラバス(学習の手引き)★ 5 年度版
Ａｂａｓｈｉｒｉ　Ｋｅｉｙｏ　ＨＩｇｈ　Ｓｃｈｏｏｌ

教科 商業
学科 商業科

学年 2

なし

学校教育目標 高い志を立て、自己を練磨し、社会に貢献する人間の育成（立志・練磨）

年
必履修でない

科目 商品開発と流通 単位数 3 単位



第６節「検証的調査（コンセプト・テスト）」
１評価のための検証的調査
２社内承認のためのプレゼンテーション
第３章商品の開発
第１節「商品仕様書の作成」

第２節「プロダクトデザイン」
１デザインの役割
２プロダクトデザインのプロセス
３造形要素
第３節「試作品の作成と評価」
１試作品の作成

① ② ③ ① ② ③

第４節「商品のネーミングとパッケージの制作・評価」
１商品のネーミングと評価
２商品パッケージの制作と評価
第５節「最終試作品とテストと商品の完成」
１最終試作品テスト
２商品仕様・詳細設計の決定
第６節「知的財産の登録」
１知的財産権の基礎
２知的財産の登録
３ビジネスにおける知的財産の活用

第４章　事業計画
第１節「事業計画の立案」
１事業計画の立案
２販売計画と需要予測

第２節「マーケティング計画（価格）」
１価格の計画
２価格の決定に影響する要因
３ビジネスにおける知的財産の活用価格戦略の動向と課題

第３節「マーケティング計画（流通経路）」
第４節「マーケティング計画（プロモーション）」
第５節「事業計画書の作成と検証」
第６節「事業計画の実践と修正」

第５章　商品開発の動向と課題
第１節「商品開発の動向」
第2節「商品開発の課題」

◎前期振り返り ◎後期振り返り ▶備考

観点

自己評価 実際評価

観点

② ③①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 ① ② ③ ①
★最終評価総括（自己評価／実際評価） 自己評価総括 実際評価総括

・定期考査 ・定期考査 ・授業でのワークシート
・小テスト ・小テスト ・考査前後の振り返りシート

3

2

1

12

11

10

・課題学習やレポート ・課題学習やレポート

商品におけるパッケージの機能、パッケージ資料の種類と特性、パッケージデザ
インの技法について扱う。
最終試作品のテストを行い、商品を完成させ、商品仕様・詳細設計を決定する
一連の流れについて扱う。

商標権、意匠権、著作権の概要とビジネスにおける知的財産の活用の重要性
について扱う。
知的財産の保護の重要性について扱い、偽ブランドや偽キャラクター商品など
知的財産権悪心外に関する具体的な事例と関連づけて分析し、考察する学習
活動を行う。

生産計画、マーケティング計画、財務計画など事業の展開に必要な項目から
なる事業計画書の作成について扱う。

競争環境、需要予測、顧客の反応、費用、原価、利益などを踏まえた価格設
定の方法について扱う。

事業計画に記載する内容について理
解している。
流通とプロモーションの動向と課題に
ついて理解している。

開発商品について需要予測を行い、それに基づい
た販売計画を策定することが出来ている。
販売計画、マーケティング計画とそれに基づいた生
産計画、財務計画を立案し、具体的な事業計画を
作成することができている。

開発商品の需要予測などを主体的
に行っている。
生産計画、財務計画の立案、事業
計画書の作成やプレゼンテーションの
実施などに主体的に取り組んでいる。

★何で評価するか ★何で評価するか ★何で評価するか

★単元ごとの評価規準 （３）物質の変化とその利用 ★10月上旬～3月下旬までの学習内容

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度

9

8

商品コンセプトを評価することの重要性及びその方法について扱う。
商品本体、陽気、放送などの商品仕様を決定して試作品などをつくり、評価の
項目と基準を設定して試作品や試行結果を評価し、設計と仕様の変更を行う
一連の流れについて扱う。

商品デザインがマーケティングの中で果たしている役割、配色や構成などデザイ
ンに関する知識と技法、商品におけるグラフィックデザインの機能、グラフィックデ
ザインの技法及びコンピュータを活用したデザインの技法について扱う。

商品の特性に応じた流通経路の開拓について扱い、具体的な事例と関連づけ
て分析し、考察する学習活動及び事業計画に基づいた流通経路の開拓の具
体的な方策を考案する学習活動を行う。
会議で提案する事を想定して、具体的な事業計画書を作成してプレゼンテーショ
ンを行い、改善を図る各週活動を行う。

様々な視点をもった多様な職業や立場の人などと協働した観察とワークショッ
プ、プロトタイピングなどを繰り返して新しい解決策を生み出そうとするなどのデザイ
ン思考の重要性及び流通に配慮して商品を開発することの重要性について扱
い、具体的な事例と関連づけて分析し、考察する学習活動を行う。


